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授業実践報告
Language　Laboratoryでの英作文授業
栗　山　昭　一
は　　じ　め　　に
英語科教員とLて常に心掛げておかなければたらないことは，まず第一に教
育目標の設定であるが，更に次の7項目にあるといわれている。
’（1）真の意味において英語に堪能であること。
（2）外国語教授の歴史とその方法についての知識を持っていること。
（3）教育学や心理学，特に学習心理学と青年心理学の知識を持っていること。
（4）薬米文化とその歴史的背景を理解していること。
（5）教育評価の方法についての知識を持っているこ乙
（6）日本語の知識とその語感についての理解があること。
（7）常に探求心を持ち，r何を」「如何に」与えたら良いかを考え，自己評価
　により教授過程における間題点につき「何故」の精神を持ち続けること。
　そこで商学都1年度生の英作文を担当するに当って前記7項目中の第7番目
r何を」，r如何に」与えるぺきかという点を特に注目L，L　L教室を使用Lて
みることとした。英作文の授業といえぱ普通教室で黒板を最犬限に利用して実
施され，文法事項を教授する目的で作文，それも和文英訳とLておこなわれる
ことが多かった。話者が自分の意志を相手に伝達させる手段としての，いわゆ
るSpeaki㎎を基盤にしたWriti㎎の学習ではたかったからである。以下
は昭和56年度までの実践報告である。
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1．何故L　L教室を使うのか
　毎年春，新学年度が始まると，初めて顔を合わせるクラスで必ず英語と目本
語の共通点と相違点について考えさせ質間することに。している。共通点につい
ての学生の答えは殆んど全員といって良いほど，r主語と述語がある」とかr文
は単語からできている」という文法的なものばかりである。辛抱強く他の回答
を待っているとごく少数の学生が「両者とも人間が自分の意志を伝達するため
のメディアである」と答えてくれる程度であり，初めからr人間のコトバ」で
あることを意識している学生の数は少ない。英語というコトバに初めて接した
中学ユ年生の時は，コミュニケーショソができるようになることを目標にした
検定敦科書を使用して授業を受けてきていたにもかかわらず，時がたつにつれ
てしだいに英語を経済学や物理学という学問と同じものとして考えるようにな
ってしまったのは何故であろうか。コトバの本質は「音」であるということの
理解と，コトバはSituatiOnと深いかかわりを持っているという最も基本的
なことが忘れられている。たとえば最も簡単な，“I’m　a　schoolbo皿”という
単文を板書し，学生に日本語訳を求めると，さすがに最近は，r私はひとりの
男生徒です」と答える者はいないが，まだまだ「私は学生です」とか「僕は生
徒です」と答える者が大多数である。この和訳はSituatiOnを考慮に入れたも
のとは感じられない。彼らには“I’m　a　schoolboy。”という文はただの教材
としての英文としか映らないのであって，意志伝達をはかる生きたコトバとし
てとらえられなくなっているのである。従ってこの文を，どのようなヒトがど
んな場所で発声しているのか，またそのヒトの声そのものや発声の調子がどの
ようになされていたか等について全く無関心になっている結果なのである。そ
こで更にrこのコトバが使われる瞬間のSituatiOnをよく考えたうえで目本語
で発議したとするとどのようなコトバになるだろうか」と質間し，特にSitu－
atiOnを明確に想像できるように，この英文を何回も反復発声して聴かせると，
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少数ではあるが期待していた回答を引き出すことができた。すなわちr僕・も
う小学生だよ」とか，「僕，もう学校いってるんだよ」というコトバを・実際
に使う口調で答えるようにたったのである。これによって言語の学習には文字
をただ音声化した棒読みのものではなくて，SituatiOnをよく考慮に入れて編
集された音声教材の併用が非常に重要であるということを理解させることがで
きるのである。
次に両者の相違点についての学生の反応はどうかというと，共通点について
の説明の冒頭で述べたことと同様，文法の知識に基づいたもの，つまり「語順
の違い」や「品詞の違い」についてであり，r使用文字の違い」について答え
る者は殆んどいないといってよい。「日本語を表記する時，われわれ日本人は
漢字，カタカナ，ひらがなを使用し，英語はローマ字（またはラテン文字）が
使われている」と，文字の違いについて指摘すると学生は一様に不満の表情を
みせる。あまりにも常識的であり，学問的でないように感じるからであろう。
しかし更に漢字が表意文字でありローマ字が表音文字（または音素文字）であ
ることに気が付くまで誘導していくとやっと納得してくるのである。つまり表
音文字が使われているということは原則的にみて英語はr音」そのものが非常
に重要な意味を持っていることを示すものであって，音素や抑揚，強弱，リズ
ムを含めていわゆるsomdの違い，対立によって意味が決定されるという特
徴を持っていることを知るからである。従って英語の学習は「音」の学習によ
って始められるべきである理由も理解され，一方，日本語の学習には文字の学
習が非常に大きな比重を占めていることも理解されるのであ乱
　学生はr謝貢の違い」を相違点の第1にあげるが確かにその通りであろう。
しかしもう少し注意深く観察させてみる必要がある。たとえば“We　studied
these　sentences　last　Monday、”という英文の意味を目本語でいう場合，rわ
たしたちは先週の月曜日にこれらの文を勉強しました」という語順でいわなけ
ればコトバの内容が相手に理解してもらえないであろうか。r僕たち勉強した
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ねこの文先週の月曜日」あるいはr先週の月曜目にこの文勉強しましたね」と
かr先週の月躍日勉強しました僕たちこの文は」と語順をいろいろ変化させて
表現しても全部内容が正しく伝達される。いわゆるコトバになるのである。し
かし英語の場合はどうであろうか。或る定められた語順によらなげればコトバ
として成立しないことが多い。従って薬語と目本語の相違点はr語順の違い」
とか「主語と述部動詞の位置である」と簡単に決めつけるのではなく，日本語
では語順が変ってもコトバになり得るが，英語ではコトバになり得ないことが
多い。という点に注目させなけれぱたらない。英語の学習とは第1にいろいろ
なsOmdの聴取能力とその正確な発声能力を身に付けることであり，第2に
各種の構文を記憶させ定着させるためのPattem　Practiceが重要になってく
ることに気付かせるようにすることである。
　以上のことから各種教材を学習者全員に同質の音声として反復提示すること
ができ，かつ学生一人ひとりの反応や学習過程を正確に把握でき適切な指導の
できるL　L装置が要求されることになってくるわけである。
2．　教　材
a）使用教科書
書名：New　English　Composition　Through　Reading（時事英作文教本）
著老：粟山昭一
発行所：南雲堂
b）教科書の内容と構成
　　テキストはReadingとCo㎜positionの部分から構成されており，そ
　　の第1頁目は次のようになっている。
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Reading　1
　　（a）The　Minamata　patients　are　going　to　go　on　a　sit－
　　　　down　strike．
　　（b）SOme　patients　are　now　s雌ering　great1y　from　lack
　　　　of　nourishmen仁
　　（c〕　You　shou1d　carry　out　your　irst　plan．
　　（d）I　agree　to　the　terms　of　payment．
　　（e）He　is　charged　with　heavy　res岬nsibilities．
Compositio皿1
　　　水俣病患者とその家族の人達は会杜が交渉に応じるまです
　　わりこみをやるといっている。この会杜は水俣病の原因をひ
　　きおこした責任を負わされている。
　第2頁目以降も同様にReadi㎎は（a）から（e）まで英文が提示され練習間題と
してのCOmpOsitiOnは1頁につき1題である。
　C）教科書用音声テープ
　教科書の発行所が作成した録音テープにはReadingの部分が（邊）から（e）まで
Native　Speakerによって1回ずつ普通の速さで収録され，Com岬sitionの練
習間題を英訳した模範例は2回ずつの音読が録音されている。このOriginal
TapeをMother　Tapeとして授業用テープを次のように編集して使用した。
何）Readingの英文は（・）から（・）まで2回ずつそれぞれ反復練習ができるよう
にポーズをつくっておいた。
（口）Compositionの模範例の録音テープはOrigina1Ta脾作成の段階から
授業できるように放っているので，そのままコピーLただけである。1回目ぱ
普通の速さで全文が読まれ，2回目は反復練習用にb祀ath駆oupで区切っ
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てポーズがつくられている。これは学生がコピー録音された自分のテーブを聴
き，反復練習をしながら書き取りをする場合，このポーズのところでテープレ
コーダのセンテンスリピート機穣を利用して同じp㎞aSeを何回となく繰り返
して聴くことができるようにしたためである。
3．授業の進め方
　学年の最初の授業では第1項で述べたとおり，L　L教室で授業をおこなう理
由を説明するほか，次の事項を伝達しておく。
a）毎授業時に教材を録音するため，カセヅトテープ（C－60）を各自必ず持
参すること。
b）新しく学習するReadingの英文（・）から（・）の内容をよく理解し音読の練習
をしておくことo
c）Readingの英文を参考にして，Co㎜positionの日本文を英訳しておくこ
と。
d）その英訳を1題ずつノート（B－4版）の各頁の1行目から上部3分の1
程度の行数を使って書いておくこと。
e）自分で英訳Lたその英文をよく音読できるように練習しておくこ乙
　以上のことをよく徹底させたうえで，第2回目の授業から次の手順によって
学習を進めていく。
①まず出席簿に記載されている順序に従って若い番号から順番に座席（BOoth）
を指定し着席させる。これは自分が使用するテープレコーダやヘヅドセットそ
の他の機器類の特性をよく知り，その特性に合わせて使用できるようにさせる
ためである。
②着席後各自のBooth内テープレコーダの電源を入れさせヘッドセットをか
げさせる。そして各自待参したカセットテープをテープレコーダにセヅトさせ，
いつでも新しい教材の録音ができるよう準備させる。
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③マスターコンソール（指導操作卓）上に配列してある個別用スイヅチを，出
席している学生の若い番号順に一人ひとりCOmmmiCati㎝側に入れて通話
できるかどうか確認する。これは出席調査と機器が正常に作動しているかどう
か，故障個所の発見が第1の目的である。通話は英語を使って間答することと
し，その内容は氏名をいわせたり，目常の挨拶程度である。これはHearing
とSpeakingの練習と英語の授業に入る導入のためのwar㎜ing　upを兼ね
ている。
④その日に学習する予定のReadingの英文（・）から（・）までをマスターコソソー
ルの教材送り出し用テーブレコーダから2回ずつ聴取させ，学生各自が事前に
音読練習したものと比較させる。これはHearingの練習に恋る。
⑤Hearin9の練習後，任意に学生を指名し音読させる。これはSpeakingの
練習である。発音・リズム，抑揚等に誤りがあれば矯正指導する。そして音読
した英文をそれぞれ目本語でいわせる。この場合SituatiOnを適確にとらえ
させ，いわゆる直訳ではなく白然なコトバでいうことを要求する。これは読解
の練習になる。
⑥次にCOmPositiOnの学習に進むのであるが，任意に指名された学生A君は，
従来多くの英作文の授業でおこなわれていたように黒板に自分の英訳を書くの
ではなく，口頭で2回発表するのである。まず1回目は普通の速さで全文を音
読する。この時A君の声は彼のヘッドセットマイクから出席着全員のヘッドセ
ットに伝達される。A君以外の学生はノートの頁上部3分の1の部分に書いて
きた自分の英文と比較しながら聴取するのである。
⑦第2回目にA君はbreath　groupごとに3回あるいは4回ずつ反復しなが
ら区切って音読し，A君以外の学生全員に書き敢らせるのである。この英文は
各自・自分が書いてきた英文のすぐ下の部分，頁の中央部分に書き取られるこ
とになる。発表着A君の音読が不正確，不明瞭であれぱ書き取りはできず，童
たA君の音読が正確・流暢であってもA君以外の学生の中に聴取能力の劣って
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いる者がいればその学生も書き取ることはできない。つまり英語としての正確
な発音が要求され・かつその絶え間ない練習によって聴取能力も同時に向上し
ていくことを期待Lているのである。たとえ発表者A君の英文に，誤りが発見
されたとしても聴取，書き取りの最中は，A君に心理的動揺を与えるような奇
声や私語を発することは厳に慎むべきであることを前もって注意しておかなけ
ればならない。
⑧全文の書き取りが終了するとA君以外の学生の中からB君が指名される。B
君は自分が英訳してきた文のすぐ下の余白にいま書き取ったぼかりのA君の英
文を音読する。これによってA君に聴き取り練習の機会を与えることになり，
また自分の英文がそのままの姿で正しく書き取ってもらえたかどうか確認させ
ることになるわげである。
⑨A君の確認が終ると，はじめてその英訳が文法的に正しいかどうか，あるい
は慣用に反していないかどうか等がクラス全体で討論され，教師が結論を出す
のである。もしA君の英訳について何か意見を持っている学生がいれぼその学
生に自分のBooth内に設備されているr呼び出しポタン」を押させる。同時
にマスターコンソール上のバネルに赤色ダイオードが発光するのでその当該個
所のスイヅチをCOmmuniCatiOn側に入れて，その学生の意見をクラス全員
に聴こえるようにす乱このシステムを利用することによって普通教室では想
像もできない位正確に音声による意志の伝達がなされるのである。そしてこの
discussionは成る可く英語を使っておこなわせるように指導する。
⑩次に教科書用のNati∀e　Speaker吹き込みによる模範例をマスターコンソー
ルの教材送り出し用テープレコーダを使って流し，出席老全員のBooth内テ
ープレコーダにセットされている学生各自持参のテープにリモートコントロー
ルシステムを使って一斉同時録音させる。
⑪模範例は2回とおして音読されている。1回目はポーズ在しに普通の遠さで
読まれており，2回目は反復練習用にbreath　groupごとにポーズをつげて
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読まれている。従って学生ばこれらを録音刺こ1回目は自分の英訳やA君の英
訳との相違点に注意を配りながら聴取し，2回目にはポーズの都分に自分の声
を録音する。
⑫録音が終ると学生は各自，自分のB00th内テープレコーダを操作し模範例
の再生音を聴きながら書き取りを始める。この模範例はノートの頁下段に残さ
れた3分の1の部分に書き取るように指導する。この方法によってノートの各
頁には上段から自分の英訳，中段に学友の英訳そして下段に模範例という3種
類の英文が記録されることになるわけである。なお模範例を書き取る作業をす
ると同時に，録音された自分の声の再生音も聴くことができ，いわゆるLL学
習の特色であるところの，Audio　Active　Comparativeの機能をじゅうぶん
生かすことができ，その効果を大いに期待することができるわげである。
　英作文の授業はいうまでもなくWritingの学習であり，そのためには文法
的規貝匝の正Lい運用を習慣付げることが重要であると承知しているのであるが，
わたしはWritingの技能はSpeaki㎎の能力に大きな関係があり，また一方
Speakingの能力はHearingの力に負うところが大きいものであるという考
え方をとっている。従って薬作文の授業といっても英語の学習であることに違
いはないのであって，言語学習の根本とされるHearing，Speaking，Reading，
Writi㎎の4つの技能を同時に平行して学習，ドリルさせることによって絶
えず基本を忠実に反復し，応用能力を向上させていくべきであると信じて以上
のような教授法を実践してきたわけである。
